
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
近
年
、
教
育
現
場
で
は
多
様
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
複
数

の
事
業
や
施
策
が
同
時
並
行
で
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、
こ
う
し
た

状
況
の
中
、
全
国
の
自
治
体
で
は
事
業

の
進
行
管
理
、
関
係
者
間
の
調
整
、
成

果
の
可
視
化
な
ど
を
専
門
的
に
担
う

「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
以
下
、
「
地
域
Ｐ
Ⅿ
」
と
い
う
。
）
」
が

導
入
さ
れ
て
お
り
、
教
育
施
策
の
質
と

効
率
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
、

以
下
の
点
を
伺
う
。

⑴
教
育
施
策
の
推
進
に
お
い
て
、
教
育

委
員
会
と
し
て
、
地
域
Ｐ
Ⅿ
に
つ
い
て

の
検
討
状
況
と
今
後
導
入
す
る
考
え
は
。

  

教
育
長

教
育
長  

⑴
本
町
の
特
性
や
地
域
課
題
に
対
す
る

実
効
性
な
ど
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
現
時
点
で
地
域
Ｐ
Ⅿ
の
導
入
を

前
提
と
し
た
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

他
市
町
村
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
に
即
し
た
形
で
制
度

導
入
の
必
要
性
と
目
的
化
を
防
ぎ
、
調

査
研
究
に
努
め
る
。

再
質
問

再
質
問  

　

教
育
現
場
は
自
由
進
度
教
育
や
不
登

校
対
策
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
人
材
不
足
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
確
立
の
た
め
、
専
門
性
を
持

っ
た
同
制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

  
答答  

　

教
育
現
場
の
課
題
や
新
た
な
取
組
に

つ
い
て
、
学
校
現
場
で
は
日
々
苦
労
し

つ
つ
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
対
応
し
て
い

る
。
地
域
Ｐ
Ⅿ
は
官
民
連
携
に
よ
る
重

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
場
合
の

活
用
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
ご

指
摘
内
容
は
焦
点
を
絞
っ
た
細
か
な
取

組
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
制
度
を
活

用
す
る
状
況
に
は
な
い
と
考
え
る
。

町
で
は
、
令
和
８
年
度
に
「
ア

イ
ヌ
文
化
拠
点
空
間
整
備
事

業
」
に
お
け
る
新
た
な
施
設
が
開
設
さ

れ
、
地
域
の
文
化
振
興
と
教
育
資
源
の

充
実
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

事
業
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

以
下
の
点
を
伺
う
。

⑴
直
営
体
制
で
管
理
・
運
営
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
関
連
団
体
と
の

連
携
、
学
芸
員
の
配
置
体
制
の
計
画
は
。

⑵
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

化
の
予
定
は
。

⑶
地
域
住
民
や
学
校
と
連
携
の
考
え
は
。

  

教
育
長

教
育
長  

⑴
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
ア
イ

ヌ
文
化
に
精
通
し
た
団
体
が
担
う
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
現
状
で
は
指
定
管
理

者
の
指
定
を
受
け
る
体
制
に
は
至
っ
て

い
な
い
た
め
、
供
用
開
始
時
に
お
い
て

は
、
町
直
営
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ア
イ
ヌ
関
連
団
体
の
協
力
を

得
て
講
座
を
開
催
し
て
き
た
実
績
が
あ

り
、
今
後
も
連
携
・
協
力
体
制
の
構
築

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
施
設
に
は
学

芸
員
の
配
置
を
計
画
し
て
い
る
。

⑵
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
歴
史
的

文
書
や
文
化
財
等
の
貴
重
な
資
料
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
劣
化
や
紛
失
リ
ス
ク
を

減
ら
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
広

く
活
用
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
災
害

時
の
損
害
把
握
や
資
料
保
存
に
も
有
効

で
あ
る
一
方
で
、
著
作
権
確
認
や
費
用

負
担
な
ど
課
題
も
挙
げ
ら
れ
る
。
蝦
夷

文
化
考
古
館
は
、
学
術
的
価
値
の
高
い

資
料
を
収
蔵
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

情
報
収
集
や
課
題
整
理
を
進
め
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
必
要
性
と
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

⑶
ア
イ
ヌ
文
化
拠
点
施
設
は
、
地
域
活

性
化
の
役
割
を
担
い
、
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
地
域
社
会
と
の
連
携
が
重
要

で
あ
り
、
住
民
参
加
型
の
企
画
展
や
体

験
講
座
の
開
催
を
通
じ
て
、
文
化
伝
承

サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
目
指
し
、
体
験
学

習
を
通
じ
子
ど
も
た
ち
が
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

単
な
る
展
示
の
場
に
留
ま
ら
ず
、
地
域

の
誇
り
と
な
る
拠
点
を
目
指
し
、
引
き

続
き
ア
イ
ヌ
関
連
団
体
と
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
取
組
に
努
め
て
い
く
。

■ 一 般 質 問 ■ 

答問
現
時
点
で
は
導
入
を
前
提
と
し
た
検
討
は
行
っ
て

い
な
い

教
育
施
策
推
進
に
お
け
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

問

塚本　逸彦 議員
（政清会）

2026.2 月号 ❻

答問

地
域
の
誇
り
と
な
る
拠
点
を
目

指
し
、
取
組
に
努
め
て
い
く

幕
別
町
ア
イ
ヌ
文
化
拠
点
施
設

の
運
営
に
つ
い
て

問

「アイヌ文化拠点施設」
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